
令和７年度
すくわくプログラム

活動報告書

とちの木保育園



五感を使ったアート

設定理由 ： 子ども達の感性を様々な技法で
表現するため
活動のねらい： 「ものを知る」「感じる」「表現する」を目的として、
自分の思いを感じたままのびのびと表現する。

対象クラス： ５歳児クラス１２名

スケジュール： 令和７年４月～令和８年３月（計１２回）



２０２５年９月９日



社会福祉法人 育和会 とちの木保育園



社会福祉法人 育和会 とちの木保育園



活動内容
４月 大空を泳ぐこいのぼり
５月 川の流れのペンスタンド（立体）
６月 梅雨のガラス絵
７月 鯵の量感画
９月 飛ぶ人（立体）
10月 かぼちゃの新聞工作（立体）
11月 銅板の枯れ葉
12月 ランプシェード（平面立体仕上）
１月 雪化粧する樹木
２月 鬼の顔（立体）
３月 自画像



振り返り
・年間通して臨床美術士の方と一緒に色々な画材や技法を
使って平面や立体を創っていった。きれいに描く、上手に
描くことが目的ではなく、「ものを知る」「感じる」「表
現する」ことに重点をおき、子ども達は、うれしい、楽し
い気持ちを作品の中でのびのび表現していた。においを嗅
ぐ、触ってみる、食べてみる、音を聴くなど五感を使って、
自分が感じたままに表現することに、始めは戸惑いがあっ
た子もいたが、だんだんとありのままの自分の表現をする
ようになり、子どもの想像力・創造力が磨かれていった。
また、作品について友だちや臨床美術士の方、保育士、保
護者に自分の作品を認められることで自己肯定力とお互い
を認め合う環境ができていった。
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